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１．研究計画の概要
本研究は，海外での「教育実習」を通して、

幅広い視野をもつ教員を育成することを目的
とする。具体的には，海外国際交流協定締結
校との間で，本学学生が海外における小学校
等で実際に観察・参加・実習を行い，その効
果を明らかにする。さらに海外国際交流協定
締結校の学生が，本学附属学校園等で同様の
教育実習を行う。その相互の効果も明らかに
する。
(1) 海外での「教育実習」の試行
2007年度から2010年度にかけて、海外国際交
流協定締結校の学生が相互に「教育実習」を
行う。
(2) 上記学生のコミュニケーションにはeラ
ーニングシステム等を活用する。
(3) これら効果について調査を行って評価を
明らかにする。

２．研究の進捗状況
4年計画の3年目が終了しており、海外国際

交流締結校との学生の相互の「教育実習」は、
ほぼ計画通りに実行している。

それぞれの学生は、相互に協力してひとつ
の授業を創り上げてきた。この協力関係の形
成は、それぞれの大学の留学生や留学経験者、
以前の相互訪問研修プログラムへの参加者な
どが積極的に参加したことによるところが大
きい。ただし研修の総合的な目的である国際
理解という点では、日本側の教材が互いの国
の文化的と考えられる内容に偏るなど、問題
点がある。
また学生交流という点では、参加学生にこ

の研修について伝えたいという想いが強いよ
うで、後輩である学生に対して、積極的に指

導する姿が多くみられた。これによって、参
加する学生が変わっていくにも関わらず、研
修に継続性が生まれ、徐々に改善されていく
こととなった。またそれぞれ研修に参加した
学生が、その後相手国に留学することも多く
あり、そうした学生がコアとなって、それぞ
れの学生に橋渡し役となっていった。
残念ながら、複数国の学生が参加する実習に
ついては、日程の調整や場所の確保が難しく、
行えていない。そのため、主に2か国での検討
となっている。
この「教育実習」にはeラーニングシステムを
活用している。eラーニングシステムに残され
た記録を分析することにより、学生がどのよ
うな国際理解を行っているかが明らかになっ
た。この指導については、逐次改善を繰り返
している。
この研修に参加した学生の一部は、すでに大
学を卒業して、実際の教員になっていたり、
大学院に進学あるいは企業に就職したりし
ている。こうした学生を追跡して調査し、本
研究の成果を評価しなければならない。

３．現在までの達成度
② おおむね順調に進展している。

計画以上に進展した部分、計画通りに進展し
た部分がある一方、計画の変更を余儀なくさ
れた部分が混在している。
海外での「教育実習」は、授業の内容が回を
重ねるごとに良くなっている。またこの授業
を実現するための複数国の学生の協力は、事
前の予想以上によくできていると考える。
しかし、3 か国以上での取り組みが難しかっ
たこと、評価が現時点で十分に行えていると
は言えないことが問題である。
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４．今後の研究の推進方策
本研究は、ひとつの転換期を迎えたと考え

る。
研修に参加したそれぞれの国の学生や留学

生が、自律的に考え、行動し、お互いに連絡
を取り合い、研修を遂行する姿勢が強く見ら
れるようになった。この点は、明らかに事前
の予想を上回っており、継続したい。

しかし、これら学生の国際理解の深まりに
は、より多くの事前の準備や、体系的な指導
が欠かせないことも、明らかになってきたと
考える。よってこれを行う。
また評価については、過年度も含め、参加し
た学生を中心に、調査し行いたい。
５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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